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１．はじめに 

近年，環境に対する社会的関心は高まっており，産業廃棄物の排出量を削減するとともに，建設廃棄物として処

理されていたコンクリート塊を再資源化し，再び路盤材，コンクリート用再生骨材などの建設資材としての有効利

用が促進されている 1)．しかしながら，コンクリート塊の需要と供給のバランスから，新たな活用方法の検討が必

要と考えられる 2)．そこで筆者らは，環境負荷低減を目的とした，すべての材料を建設副産物としたコンクリート

（以下，100%リサイクルコンクリート）を開発してきた 3)．本研究は，舗装材料として 100%リサイクルコンクリ

ートの実用化を目的に，レディーミクストコンクリート工場内のプラント（実機プラント）において実機製造実験

を行った． 

２．使用材料およびコンクリート配合 

本検討で使用した材料を表-1 に示す．建設副産物であ

るコンクリート用再生骨材（以下，RC）は粒径 40~5mm

の粗骨材（以下，RCG）と粒径 5mm 以下の細骨材（以

下，RCS）を使用した．固化材には，セメントの代替材

料として，セメント製造工程における石灰石の焼成時に

発生する材料で，CO2 排出量を大幅に削減できる高炉ス

ラグ微粉末（以下，GGBFS）を用いた．さらに，GGBFS

の潜在水硬性を促進することを目的としたアルカリ性

の刺激材として，主成分が水酸化カルシウムで構成され

る副産物（以下，CH’）を使用した．  

コンクリートの配合を表-2 に，コンクリートの目標性

状を表-3 に示す．目標とする配合強度は，室内配合試験

で各配合パラメータを検討した際に確認できた圧縮強

度が 21N/mm2 程度であったことから 21N/mm2 を配合強

度とした．表-2 に示すコンクリートの配合は事前に実施

した室内検討により，目標性能を満足することを確認し

ている 3)． 

３．実機製造実験 

3-1．実験フロー 

実験フローを図-1 に示す．実験は JIS 認証取得のコンクリートプラントにて

実施した．まず，再生骨材として使用する RC は吸水率が高いため，プレウェ

ッティングおよび水分管理が非常に重要となる．そこで，実験当日までに骨材

表面水率の調整を行い，実験当日はホイールローダで掻きほぐし再生骨材の水

分量を均一とした上で，貯蔵タンクに投入した．また，練混ぜ時間，混和剤量

等を適宜調整し，目標とするフレッシュ性状を有するコンクリートが製造可能

な条件や設定値を検討した． 

表-1 使用材料  
分類 材料名 略称 備考 

骨材 
粒径 40~5mm RCG 吸水率 7.5% 

粒径 5mm 未満 RCS 吸水率 11.7% 

固化材 高炉スラグ微粉末 GGBFS 石膏(副産物)入り 

刺激材 水酸化カルシウム CH’ 含水比 27.3% 

混和剤 
高性能 AE 減水剤標準形 Ad - 

AE 剤(Ⅰ種) AE - 

 表-2 コンクリートの配合 

W/B 
(%) 

s/a 
(%) 

P/B＊ 

(%) 

単位量（kg/m3） 
Ad 

(B×%) W 
B 

RCG RCS 
GGBFS CH’ 

40.0 42.4 13.9 150 323 52 914 700 2.0 

＊粉体量(B)に対する刺激剤量(CH’ )の質量比を示す 

 表-3 コンクリートの目標性状 

項目 
目標値 

出荷時 荷卸し時 
フレッシュ

性状 
スランプ(cm) 10.0~12.0 8±2.5 
空気量(%) 5.0~6.0 4.5±1.5 

硬化性状 
配合強度 

(材齢 28 日) 
圧縮強度 21N/mm2 

 

 

 

 

フレッシュ性状確認 

 

YES 

NO 

骨材表面水率の確認 

START 

骨材の貯蔵タンクへの投入 

供試体採取・経時変化確認 

配合設定値，混合条件設定 

END 

製造 

図-1 実験フロー 

キーワード：100%リサイクルコンクリート，建設副産物，コンクリート再生骨材，生コン工場，実機製造実験 
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3-2．試験項目 

試験項目を表-4 に示す．フレッシュ性状は練上り直後，材

料を容器に静置した状態で経時 30 分後，60 分後においても

確認した．硬化性状は圧縮強度および静弾性係数を測定した. 

3-3．実験結果 

 実機製造実験におけるフレッシュ性状試験結果を表-5 に，

圧縮強度試験結果を図-2 に示す．RC のプレウェッティング，

練混ぜ時間や混和剤量を調整することで目標性能よりは若

干軟らかくなったものの，材料分離などもなく良好なフレッ

シュ性状を確保しつつ，硬化性状においても材齢 28 日の圧

縮強度は目標値である 21N/mm2 を満足する結果が得られた．

当日の平均外気温は 9℃であり，時間の経過とともにスラン

プは練上り後 60 分において 14.0cm となり，大きく低下する

傾向であったが，空気量はわずかに低下した程度であった．

実際に 100%リサイクルコンクリートの施工を行う場合は，

荷卸し時に所定のフレッシュ性状が確保できるよう出荷時

の性状を適切に調整する必要がある． 

４．模擬運搬実験結果 

 実機製造実験結果を踏まえ，練り落としたコンクリートを

アジテータ車に積載し 60 分の模擬運搬を実施し，出荷時お

よび運搬後のフレッシュ性状を確認した．運搬後のコンクリ

ートのスランプ試験状況を写真-1 に，フレッシュ性状結果を

表-6 に示す．製造実験と同様の管理を行い，出荷時の目標値

を適切に設定することで，運搬後においても，所定の目標値

を満足するフレッシュ性状を確保することができた．また，

運搬後のコンクリートの圧縮強度および静弾性係数試験結

果を図-3 に示す．いずれも目標値を満足する結果となった． 

５．まとめ 

本研究にて実機製造実験を行った結果，RC のプレウェッ

ティングを確実に行い，練混ぜ時間および混和剤量を適切に

設定することで，100%リサイクルコンクリートは，実機プラ

ントにおいても目標とするフレッシュ性状と硬化性状を有

するコンクリートを出荷・製造できることが分かった． 
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図-2 圧縮強度試験結果 

21N/mm2 

表-4 試験項目 

項目 試験方法 頻度 

フレッシュ

性状 
スランプ(cm) JIS A 1101 

1 回/バッチ 
空気量(%) JIS A 1128 

硬化性状 
圧縮強度 JIS A 1108 材齢 7,28,91 日 

静弾性係数 JIS A 1149 材齢 28,91 日 

  表-5 フレッシュ性状試験結果 

           
     

試験結果 目標値 
練上り 
直後 

30 分 
後 

60 分 
後 

出荷時 荷卸し時 

スランプ(cm) 19.5 14.5 14.0 10.0~12.0 8±2.5 
空気量(%) 7.0 6.6 6.4 5.0~6.0 4.5±1.5 

 

結果 

項目 

表-6 フレッシュ性状試験結果 

           
     

試験結果 目標値 

出荷時 運搬後 出荷時 荷卸し時 

スランプ(cm) 12.5 8.0 12.0~14.0 8±2.5 
空気量(%) - 6.0 5.0~6.0 4.5±1.5 

結果 
項目 

写真-1 スランプ試験状況(運搬後) 

材齢(日) 
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図-3 圧縮強度および静弾性係数試験結果 
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